八丈富士山行記
登頂日時：平成26年3月26日

宿泊地の八丈シ―パークリゾートを8:30に出発。途中大越鼻灯台やアロエ園を見学し9:20に八丈富士登山口に着。天気は曇り空、風が強い。9:25に登山開始。八丈富士は八丈島の北側に位置する標高854mの活火山だ。八丈島の南側に位置する三原山がまず初め約20万年前にでき、その後海底の火山活動が再び活発になる約2万年前に噴火と溶岩の流失を繰り返して成長した火山である。頂上は陥没しすり鉢状となっており、陥没した内側は緑の原始林に覆われ頂上といえども緑色の独特の山容を呈している。山道はよく整備されており、当初は石段が築かれていたが、現在は一筋の幅30ｃｍ程の細い表面にすべり防止のザラメ石を張り付けた道路がかなりの部分に亘り作成されて歩き易い。登山口は標高約500mの所にあり約350mの登りだ。標高を上げていくと次第に八丈島の瓢箪形の一角である三原山（標高700m）が真近に迫る。眼下には昨日宿泊した八丈シ―パークリゾートホテルや八丈島空港が手に取るように見える。30分でお鉢の一角に到着。足元は火山独特の赤茶色の火山灰だ。しかし登山道は溶岩が固まり確りした道が通っている。噴火口は緑一色で噴火口の荒々しさが隠されている。頂上に向かって細い凸凹の溶岩が固まった山道を登ると20分ほどで八丈富士の頂上に到着。風がとても強く立って歩けないくらいだった。お鉢周りは一周が約1時間と見積もったが、風が強く、また靴も登山靴ではなかったので断念し下山。登山口に11:10ごろ到着。約2時間の山行であった。
（平成26年3月27日　修二記）
